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問
　
下
水
道
料
金
の
引
き
上
げ
理

由
は
何
か
。
市
民
に
は
ど
れ
く
ら

い
の
負
担
に
な
る
か
。

答
　
現
段
階
で
毎
年
約
二
億
七
、

〇
〇
〇
万
円
の
赤
字
と
な
る
の
で
、

状
況
を
解
消
す
る
た
め
で
す
。
四

人
家
族
で
年
間
四
、
二
〇
〇
円
の

増
額
に
な
り
ま
す
。

問
　
国
か
ら
下
水
道
債
の
繰
り
上

問
　
公
共
施
設
の
安
全
点
検
の
結

果
と
、
補
正
予
算
で
の
対
応
は
。

答
　
危
険
な
た
め
使
用
中
止
が
必

要
な
箇
所
が
九
ヵ
所
あ
り
、
二
ヵ

所
は
是
正
済
み
で
、
残
り
の
七
ヵ

所
は
今
後
の
予
算
化
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
お
お
む
ね
一
年
以

内
で
是
正
が
必
要
な
一
六
四
ヵ
所

の
う
ち
、
七
十
四
ヵ
所
が
是
正
済

み
で
、
二
十
ヵ
所
が
発
注
済
み
、
残

り
の
七
十
ヵ
所
は
今
後
の
対
応
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
補
正
予
算
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
施
設
維
持
に

必
要
な
も
の
、
法
定
点
検
の
結
果

等
で
指
摘
さ
れ
た
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
予
算
計
上
し
ま
し

た
。

問
　
公
共
施
設
駐
車
場
整
備
事
業

と
は
。

答
　
旧
上
野
台
保
育
所
跡
地
と
旧

福
岡
交
番
跡
地
を
、
合
併
特
例
債

を
利
用
し
て
五
億
五
、
五
〇
〇
万

円
で
取
得
す
る
も
の
で
、
来
庁
者

の
た
め
に
利
便
を
図
り
ま
す
。

問
　
本
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再

利
用
に
関
す
る
条
例
の
内
容
は
。

議案に対する総括質疑

　今議会は、一般会計補正予算（第４号）など

議案19件、請願１件、議員提案による意見書10

件、決議１件と、最終日に追加議案「国民健康

保険条例の一部改正」と「福岡中央公園拡張整

備工事（土木）請負変更契約の締結」の２件が

提出されました。各議案ともに慎重に審議を重

ね、結果として19議案が全員賛成により可決、

２件が賛成多数で可決、請願１件が採択、意見

書１件が可決、９件が否決、決議１件が可決さ

れました。
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日
本
共
産
党

市
民
の
声
も
聞
か
な
い
下
水
道
料
金
値
上
げ
理
由
は

自
民
ク
ラ
ブ

公
共
施
設
の
安
全
点
検
結
果
と
予
算
対
応
は

答
　
循
環
型
社
会
に
向
か
う
社
会

状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
、
市
、
市

民
、
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
ご

み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
努

め
、
四
月
か
ら
の
新
た
な
分
別
収

集
方
法
に
対
応
す
る
た
め
で
す
。

問
　
下
水
道
料
金
の
改
定
に
よ
る

今
後
の
見
通
し
は
。

答
　
供
用
開
始
以
来
二
十
六
年
間
、

料
金
を
据
え
置
い
て
努
力
し
て
き

ま
し
た
が
、
毎
年
の
財
源
不
足
を

解
消
す
る
た
め
の
値
上
げ
で
、
四

年
後
に
収
支
の
均
衡
が
と
れ
ま
す
。

げ
償
還
を
認
め
て
も
ら
う
か
わ
り

に
、
市
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
削
る
計
画
を
立
て
、
今
回

の
使
用
料
引
き
上
げ
と
し
て
い

る
。
下
水
道
は
良
好
な
衛
生
環
境

を
保
障
す
る
行
政
活
動
で
、
使
用

料
の
ほ
か
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
も
必
要
だ
。
燃
油
高
騰
な

ど
の
影
響
を
受
け
て
い
る
公
衆
浴

場
や
豆
腐
屋
、
低
所
得
者
へ
の
減

免
な
ど
も
拡
大
す
べ
き
。

答
　
受
益
者
負
担
の
考
え
で
進
め

ま
す
。
制
度
上
の
重
複
か
ら
、
生

活
保
護
世
帯
の
減
免
規
定
は
廃
止

し
ま
す
。

問
　
旧
福
岡
交
番
跡
地
︵
一
億
八

〇
〇
万
円
︶
と
旧
上
野
台
保
育
所

　　　　　　　　旧福岡交番跡地
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問
　
上
福
岡
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
は
、
こ
れ
ま
で
も
公
明
党
が

多
く
の
市
民
の
方
か
ら
署
名
を
い

た
だ
き
、
強
く
要
望
し
て
き
た
事

業
。
設
置
ま
で
の
予
定
は
。

答
　
東
武
鉄
道
と
平
成
二
十
年
六

月
三
日
に
協
定
を
結
び
、
本
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
完
成
さ
せ
ま

す
。

問
　
公
共
施
設
の
適
正
配
置
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
庁
舎
の
統
廃
合

に
つ
い
て
の
意
見
や
災
害
時
に
対

策
本
部
と
な
る
庁
舎
の
安
全
面
を

心
配
す
る
声
も
あ
っ
た
。
今
後
長

期
的
に
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
総
合
的
に
市
民
が
使
い
や
す

い
庁
舎
な
ど
、
土
地
と
建
設
費
用

を
考
え
、
多
目
的
な
建
物
に
で
き

る
場
所
の
合
意
を
得
な
が
ら
考
え

て
い
き
ま
す
。

問
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
い
て
、
今
後
児
童
数
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。
上
福
岡
給
食
セ

ン
タ
ー
の
老
朽
化
も
含
め
て
、
今

後
の
計
画
は
。

答
　
平
成
二
十
三
年
度
に
は
双
方

の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
能
力
を

上
回
る
状
況
で
す
。
今
後
運
営
審

議
会
等
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
し
ま
す
。

問
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
と
し
て
、

家
庭
な
ど
で
不
用
に
な
っ
た
家
具

の
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
。

答
　
市
民
検
討
会
議
で
、
今
後
再

利
用
の
研
究
も
含
め
て
話
し
合
っ

て
い
き
ま
す
。

公
明
党

上
福
岡
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
予
定
は

　歳出の主な事業

・財産管理事業（旧福岡交番跡地及び旧上野台保育

　所跡地の土地購入費）　　　　　　５億5,500万円

・障害者支援事業 4,174万円

・福祉医療関係事業 2,872万円

・後期高齢者医療繰出金 1,855万円

跡
地
︵
四
億
四
、
七
〇
〇
万
円
︶
の

購
入
用
地
は
、
公
共
施
設
適
正
配

置
計
画
で
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
る
の
か
。
五
億
円
以
上
も
の
買

い
物
に
対
す
る
市
民
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
す
べ
き
。

答
　
適
正
配
置
計
画
は
、
購
入
用

地
活
用
の
具
体
化
は
せ
ず
、
当
面

は
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

3…

公共工事における賃

金等確保法（公契約

法）の制定を求める

意見書の採択を求め

る請願

　建設労働者は、現在、不況のも

とで仕事が減り、仕事があって

も中小業者は単価が切り下げら

れるなど生活が大変になってい

ます。こうした現状で、公共工事

の工事請負や業務委託を「安け

ればよい」との考えを改め、しっ

かりした仕事をしてもらうには、

現場で働く労働者の賃金が安定

することです。中小企業の経営

が安定すれば、労働者に安定し

た暮らしができる賃金を支払う

ことができ、それによって消費

購買力も高まり、税収の増加に

つながります。そのために、公共

事業における賃金等確保法（公

契約法）を制定するよう、地方自

治体から国に求めるものです。

全会一致で採択

全員賛成で可決


